
宣 言 日 令和　　5年　10月　5日

住 所 川口市上青木３-12-18　埼玉県産業技術総合センター内661研究室

県 内 企 業 等 の 名 称 ケイワート・サイエンス株式会社

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役　前ノ園 晃

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

(様式第２号)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

ケイワート・サイエンス株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

記

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

当社は経営理念の『「自然と環境」「食と健康」「エネルギー」「応用微生物」「各種プロセス」を中心に全く新しいアイデ
ア、未活用の技術、既存技術の横展開などによって、これまでにない新しいことにチャレンジしていきます。』に基づ
き、日本の主食である、お米文化を尊重し、国産米のもみ殻より抽出される成分を、今以上に社会生活や工業、農業
に活かし、SDGｓの達成に貢献していくことを宣言致します。また、日本国内の農家様への貢献と、日本国内での農
業の推進に貢献する事を目指します。

社会

子育て離職していた女性がストレスなく働ける
場を設けていくとともに、人間性と知識、経験
のみを鑑み、女性の雇用を行っていく。

＜（現状値）202２年の数値＞
女性雇用率：0％(0人/3人）

経済

資源を無駄なく活用するため、籾殻から抽出し
た成分を使用した製品の開発を促進する。

＜（現状値）202２年の数値＞
①化粧品：500本/年
②農業用肥料：100本/年

指　標

環境

既存の打ち合わせ・会議のリモート化に取り組
み、従業員の移動に伴うCO2排出量を抑える。

＜（現状値）202２年の数値＞
年間の会議のリモート実施率：50％（50件
/100件）

＜2030年に向けた指標＞

８0％（80件/100件）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

６0％（60件/１００件）

＜2030年に向けた指標＞

3３％（3人/9人）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

20％(1人/5人）

＜2030年に向けた指標＞

①2,000本/年　②5,000本/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①1,500本/年　②2,000本/年


